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私が、HANDS の学生ボランティア活動を始め
てから、ちょうど１年が過ぎようとしています。
私がこの活動を始めたのは、私自身が外国人児
童生徒で、私と同じ境遇に置かれた子どもたちの
力になりたいと思ったからです。私は、日本語を全
く知らないまま小学校に入学しました。約半年で日
常会話はできるようになりましたが、学習言語は今
でも戸惑ってしまう時があります。
私は今、ペルー出身の５年生の女子児童を指導
しています。彼女も、日常会話はできても国語の授
業は苦手です。書き言葉と話し言葉の区別が難し
いようです。また、難しい漢字の使用を避けること
もあります。日本人の児童だったら当たり前にでき
ることが、彼女にとってはそうではなく、理解する
のに時間がかかってしまいます。私は、かつての自
分を思い出しながら、彼女の取り組みを見ていると
ころです。
外国人児童の傍らで、複雑な悩みを抱えている
先生方がいます。先生方は、外国人児童たちが、
日本社会でも支障なく生活できるように基礎基本
から指導しています。しかし、私の眼には、子ども
たちや保護者が先生方の努力を理解していないよ
うに見えます。外国人児童や保護者は、日本の文
化や習慣に慣れていません。だから、相互理解の
ためには、話し合いが重要です。
私は、外国人児童の力になるために、彼らとのコ
ミュニケーションを大切にしています。彼らの些細
な表情や言動から、言わんとしていることへの理
解に努め、彼らが抱えている悩みの解消に向けて、
サポ トーできるように活動していきたいと思います。
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　本校には現在、ペルー、バングラデシュ、韓国
等 11名の外国人児童が在籍しています。国際学
部の海野さんにはこの事業が始まった昨年10月か
ら、教育学部の戸井田さんには昨年12月から
週１回程度、本校に来ていただいています。
　海野さんは、６名の外国人児童が在籍する５年
生の２クラスへ交代で入ってもらい、昼休みの共遊
や５校時の学習支援、放課後の個別支援学習をお
願いしています。明るく元気いっぱいで若さあふれ
る海野さんに友達とのトラブルや悩みなどを相談す
る児童もいて、心の面でもサポ トーしていただいて
います。
　戸井田さんには、３年生のA児（ペルー国籍）
のいるクラスへ入ってもらい、５校時の学習支援や
放課後の個別学習支援をお願いしています。A児
は日常会話にはほとんど困りませんが、教科学習
になると文章を読んで考えることなど十分に力を発
揮できなかったり学習意欲を失ったりします。また、
友達とのコミュニケーションがうまくとれずトラブル
になったこともあります。優しくA児に寄り添いよく
できたときにはほめてもらうので、A児も満足そう
です。戸井田さんは本校の卒業生ということもあり
学区内にお住まいなので、児童と一緒に下校してく
ださることもあり、大変助かっています。
　今後も学生ボランティアの方の力をお借りできれ
ばありがたいです。
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